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Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹）は、「消費者志向自主宣言」の取組

方針に基づく2018年度フォローアップ結果についてお知らせいたします。 
 
昨今、消費者の視点に立ち、消費者の権利の確保および利益の向上を図ることを経営の中心に位置

づける「消費者志向経営」が求められています。当社は、消費者志向経営の実現に向け、2017年 1月
に自社の理念や取組方針を表明する「消費者志向自主宣言」を公表し、お客さまや社会とのコミュニ
ケーションを一層深めることで、お客様のニーズにあった最適で質の高い商品・サービスの提供に努
めてまいりました。 
 
今般、同宣言の取組方針に基づく2018年度フォローアップ結果について、以下のとおりお知らせい

たします。 
 
【取組方針１】経営トップのコミットメント（「最優の商品・サービス」を提供することを目指して） 
（主な取組み） 
・「働けなくなったときの保険」のお支払い要件を拡大 
・「ひまわり認知症予防保険」を発売 
・高齢者向けホームご入居者の負担をサポートする商品を発売 
・「かけつけ隊サービス」を展開し、お客様の給付金請求手続きをサポート 
・「太陽生命コンシェルジュ（営業職員携帯端末）」を導入し、保険設計プランの自動修正や音声

による告知入力手続き、領収証のSMS配信化や給付金請求手続きなどをペーパーレスで出来る
ようにするなど手続きを簡便化し、お客様との新しいコミュニケーションを実現 

・「シニアのお客様にやさしくありたい」との考えのもと、「ベストシニアサービス（ＢＳＳ）」
を推進し、シニアのお客様の満足度向上に向け、誤認を防ぐ取組みやフォロー活動の充実、お
客様応対力の向上(認知症サポーターの全社配置やユニバーサルマナー検定の全社導入)など、
あらゆる面を「シニアのお客様視点」で見直し、様々な開発・改善を実施  

【取組方針２】「従業員」「お客様」「社会」を元気にする取組み(「太陽の元気プロジェクト」） 
(主な取組み)・65歳定年延長制度および最長70歳まで働ける継続雇用制度を導入 
          ・「認知症予防サービス」を提供 ・全国各地での「認知症セミナー」への協賛  

 【取組方針３】消費者・社会の要望を踏まえた改善への取組み 
  (主な取組み)・苦情対応に関する国際規格「ＩＳＯ１０００２」への自己適合宣言を実施 

・ＳＤＧｓへの取組みを推進  
 【取組方針４】コーポレートガバナンス確保の取組み  

(主な取組み)・「お客様の声」を経営に反映させる「サービス品質向上委員会」を開催  
 【取組方針５】情報提供の充実と双方向の情報交換の取組み 

(主な取組み)・お客様懇談会を全国開催             
 
当社はこれからも「消費者志向自主宣言」の取組方針に基づき、消費者の視点に立った消費者志向

経営を推進し、最優の商品・サービスを提供することを目指してまいります。 
 
※2018 年度「消費者志向自主宣言」フォローアップ結果の詳細については以下をご参照下さい。
https://www.taiyo-seimei.co.jp/consumer-orientation.html 

以  上 
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